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節
分
や
背せ
な

に
重
た
き
齢
あ
り

 

宮
崎　

弘
（
白
井
）

柞
は
は
そ

葉ば

の
杖
に
日
脚
の
伸
び
に
け
り

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

酒
の
香
に
亡
き
夫つ

ま

偲
ぶ
冬
の
暮

 

遠
藤　

八
重
子
（
下
小
川
）

樹
に
山
に
手
を
合
は
せ
つ
つ
初
詣

 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

北
風
に
杖
の
さ
ま
よ
ふ
女
坂

 

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

千
両
の
朱
の
極
ま
る
床
の
松

 

村
田　

琴
（
香
取
）

評
・
節
分
の
次
の
日
は
立
春
に
あ
た
る
。
そ
ん
な
春
待
つ
思
い
の
中
で
節
分

の
豆
蒔
が
始
ま
っ
た
。
否
応
な
く
己
の
年
齢
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
日
で

も
あ
る
。
背
に
重
た
い
ほ
ど
の
齢
に
作
者
は
苦
笑
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

帰
り
ぎ
わ
詐
欺
に
あ
う
な
と
ひ
と
言
を
息
子
は
真
顔

で
わ
れ
に
言
い
た
り 

大
橋　

と
き
（
沢
）

イ
ギ
リ
ス
の
友
よ
り
届
き
し
カ
レ
ン
ダ
ー
異
国
の
空

に
想
い
は
め
ぐ
る 

菅
谷　

文
子
（
神
生
）

門
松
に
万
両
そ
え
て
華
や
げ
り
今
年
の
夢
の
大
き
く

開
け 

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

霜
枯
れ
の
菊
を
束
ね
て
日
の
暮
れ
に
祖
母
は
焚
き
い

き
遠
き
思
い
出 

八
角　

厚
子
（
鳥
羽
）

離
れ
住
む
う
か
ら
十
五
人
集
ま
り
て
賑
や
か
に
昼
の

会
食
を
せ
り 

髙
木　

イ
ト
（
大
根
）

キ
ュ
ル
キ
ュ
ル
と
鳴
き
交
わ
し
つ
つ
葉
隠
れ
に
睦
め

る
鵯ひ
よ

の
声
の
や
さ
し
さ 

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

評
・
新
年
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
中
で
、
こ
れ
は
睦
む
鵯

の
声
を
捉
え
て
読
者
の
心
を
温
か
く
さ
せ
る
ひ
び
き
が
あ
り
、
初
句
の

擬
音
も
効
果
的
で
完
成
度
の
高
い
作
品
と
な
っ
た
。

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら

か
と
、本
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、〒
2
8
7

‐
8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短

歌
」の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、

翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ

り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田　

斗
志
選
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「
久
保
神
社
神
幸
絵
図
」

神
仏
混
合
の
絵
巻

▲久保神社神幸絵図

国民健康保険税 （8期）
介護保険料 （8期）
後期高齢者医療保険料 （8期）

今月の納期限
2月28日㈭

　

久
保
区
は
、
市
の
南
東
部
に
位

置
し
、
か
つ
て
渡
辺
操
（
存
軒
）

の
私
塾
「
無む

逸い
つ

塾じ
ゅ
く

」（
小
見
川
高

校
の
前
身
）
が
あ
っ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

久
保
神
社
は
、
そ
の
「
無
逸

塾
」
跡
地
裏
手
の
高
台
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
高た

か
む
す
び
の
か
み

皇
産
霊
神
を
祭
神

と
し
、
長
徳
元
年
（
9
9
5
）
に

陰お
ん

陽み
ょ
う

師じ

の
安あ

倍べ
の

晴せ
い

明め
い

が
諸
国
巡
視

の
折
、
疫
病
救
済
の
た
め
に
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
古
く
は
大
六

王
宮
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
殿
は
、
嘉
永
5
年
（
1
8
5

2
）
の
建
立
で
正
面
柱
間
が
2

間
の
切き

り

妻づ
ま

屋
根
を
持
つ
建
物

（
身も

や舎
）
に
庇ひ

さ
し

（
向ご

拝は
い

）
が
つ
い

た
三
間
社
流な

が
れ
づ
く
り造
と
呼
ば
れ
る
様
式

で
す
。

　

ま
た
、
近
く
に
は
本
神
社
の
別

当
所
で
あ
っ
た
光
明
山
最
勝
院

（
現
在
は
廃
寺
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

久
保
神
社
に
は
お
そ
ら
く
、
そ

の
両
者
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
祭
礼
の
絵
巻
物
が
残

さ
れ
、
久
保
神
社
神
幸
行
列
の
様

子
を
彩
色
で
描
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

巻か
ん
す子
装
の
紙
本
着
色
で
本
紙
は

幅
2
9
8
㎜
、
長
さ
5
9
0
9
㎜

で
、
製
作
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代

後
半
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
巻
の
先
頭
は
猿さ

る
た
ひ
こ

田
彦
、
続
い

て
20
人
程
の
僧
侶
が
読ど

き
ょ
う経
し
な
が

ら
散さ

ん
げ華
を
行
っ
て
先
導
し
、
数
人

の
白は

く

丁ち
ょ
う

に
担
が
れ
た
質
素
な
神み

こ
し輿
、

巫み

こ女
列
、
そ
の
後
方
に
装
飾
さ
れ

た
神
輿
と
続
き
ま
す
。
い
ず
れ
の

神
輿
も
頂
部
は
鳳ほ

う
お
う凰
で
は
な
く
、

宝ほ
う
じ
ゅ珠
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
後
方
に
馬
に

乗
っ
た
神
主
２
人
が
随ず

い
じ
ゅ
う従
し
、
近

在
の
氏
子
た
ち
の
列
と
続
き
、
拍ひ

ょ
う

子し

木ぎ

を
持
つ
人
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
に
は
、
僧
侶
・
神

主
・
巫
女
・
白
丁
を
含
む
1
4
7

人
と
馬
5
匹
、
神
輿
2
基
が
描
か

れ
、
完
全
な
神
仏
混
合
に
よ
る
祭

礼
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
初
期
の
廃
仏
毀
釈
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
祭
礼
様
式
を
知

る
上
で
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
平

成
17
年
に
、
本
殿
と
共
に
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
(50)
1
2
2
4

　北総随一の桜の名所として知られる
「小見川城山公園」の桜の開花を予想して
ください。
　開花の判断は、対象樹となっている城
山公園案内所脇の大桜（ソメイヨシノ）が
5輪開いたときを開花とします。昨年の
開花日は4月4日で、応募総数375人中、
正解者は47人でした。
■応募方法　3月8日㈮（当日消印有効）
までに、はがきに開花予想日・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・この
クイズを何でお知りになったかを記入し、
〒289-0393　香取市羽根川38　水郷小
見川観光協会事務局「城山公園さくら開
花予想クイズ」係まで応募ください。
※応募は1人1枚に限ります
■賞品　正解者の中から抽選で1人に液
晶テレビ、3人に花火大会桟敷席（6人用）
をプレゼント。特別賞として、応募者
全員の中から3人に城山公園特製高級箸
（当選者名前入り）が当たります。
問水郷小見川観光協会事務局（商工観光
課小見川担当） ☎(82)1117

城山公園さくら開花
予想クイズ

　

1
月
28
日
、
雪
が
降
り
ま
し
た
。

朝
起
き
る
と
既
に
降
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な

ど
持
ち
合
わ
せ
な
い
私
は
、
念
の

た
め
チ
ェ
ー
ン
を
巻
き
、
い
つ
も

よ
り
早
い
時
刻
に
家
を
出
ま
し
た
。

い
つ
も
は
25
分
く
ら
い
で
着
く
の

で
す
が
、
さ
す
が
に
こ
の
日
は
1

時
間
か
か
り
ま
し
た
。
雪
が
積
も

る
と
大
変
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

通
勤
途
中
、
雪
景
色
が
撮
れ
る

こ
と
を
思
い
立
ち
、
徒
歩
で
小
野

川
周
辺
を
撮
影
し
ま
し
た
。
撮
っ

た
写
真
は
、
紙
面
で
は
紹
介
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」
に
載
っ

て
い
ま
す
。
雪
景
色
以
外
に
も
た

く
さ
ん
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
Ｅ
）
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